
奥三河地域には、多くの民俗芸能が伝え
られており、全国的にも有名な無形民俗
文化財が集中しています。「三河田楽」と
して知られている「鳳来寺田楽」をはじ
めとして、富永神社の「祭礼能」や「はね
こみ」「名越神楽」などの民俗芸能が今
なお受け継がれています。

日本で初めて大量の鉄砲が使われた長
篠・設楽原の戦い。その設楽原古戦場を
舞台に火縄銃の演武や小・中学生による
武者行列、子供武者による馬防柵演武な
どが行われ、当時の様子が再現されます。

設楽原決戦場まつり
したらがはらけっせんじょうまつり

新城ICより
約1.8km6月

町衆によって受け継がれてきた、伝統芸能「能・
狂言」です。全国的にも、町衆だけによる演能
は大変珍しいといわれています。夏に行われる
幻想的な伝統芸能です。

新城薪能
しんしろたきぎのう

新城ICより
約5.4km8月

長篠・設楽原の戦いの1万を越える戦死者
の供養は、今の世まで大切に受け継がれ
ており、毎年8月15日の夜に行う盆行事
「火おんどり」は、厳かな種火の行列に始
まり、3mもの大松明を振りかざす勇壮な
フィナーレで最高潮の時を迎えます。
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